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愛 知 県 48（77.4）
三 重 県 6（ 9.7）
静 岡 県 4（ 6.5）
岐 阜 県 2（ 3.2）
石 川 県 2（ 3.2）
形 態 人数（％）
核 家 族 50（80.6）










































授 業 内 容 興味の度合い 人（％） 理解の度合い 人（％）あった どちらともいえない な い できた どちらともいえないできなかった
行事食 34（54.8） 28（45.2） 0（ 0.0） 19（30.6） 41（66.1） 2（ 3.2）
色 彩 52（83.9） 10（16.1） 0（ 0.0） 19（30.6） 36（58.1） 7（11.3）
食 具 41（66.1） 18（29.0） 3（ 4.8） 30（32.3） 28（45.2） 4（ 6.4）
ナプキン 31（50.0） 28（45.2） 3（ 4.8） 20（32.3） 32（51.6） 10（16.1）
インビテーションカ ドー 25（40.3） 28（45.2） 9（14.5） 22（35.5） 30（48.4） 10（16.1）
テ ブールコー ディネ トー 38（61.3） 21（33.9） 3（ 4.8） 25（40.3） 33（53.2） 4（ 4.8）
表８．授業内容の興味と理解度（ｎ：62）
意 欲 の 程 度 人数（％）
学 び た か っ た 19（30.6）




関 心 の 程 度 人数（％）






経 験 あ り 8（12.9）




中 学 生 4（ 6.5）

























































































半 期 間 でよい 30（48.9）
１ 年 間 が よい 27（43.5）
どちらともいえない 5（ 8.1）
表９．開講時間（ｎ：62）































































































































種 類 人（％）使 う 時々使う 使わない
箸置き（日常） 4（ 6.5） 6（ 9.7） 52（83.9）
箸置き（行事） 9（14.5） 10（16.1） 43（69.4）
ナイフ･フォーク 13（21.0） 33（53.2） 16（25.8）
表12．食具の利用（ｎ：62）
種 類 人（％）使 う 時々使う 使わない
テーブルクロス 16（25.8） 2（3.2） 44（71.0）
ランチョンマット 11（17.7） 5（8.1） 46（74.2）












































調 味 料 29（46.8）
花 5（ 8.1）
写 真 0（ 0.0）
人 形 な ど 0（ 0.0）
何も置かない 27（43.5）
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図５．家庭で実施したことがある行事食
（ｎ：62 複数回答）
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割合が高く，授業時間と実技内容の不足が示唆された．また，家庭における食卓環境は，テー
ブルコーディネートに関する興味とテーブルで用いる食具やリネン類の利用率は低く，行事食
の実施状況を五節供でみた場合「桃の節供」は66.1％と比較的高いが，七夕の節供と重陽の節
供は低くかった．
今後，理解度を向上させて学習効果を高めるためには，学生の育った食卓環境の現状を把握
し，授業内容の時間配分を検討するとともに，五感を駆使した体験型学習の充足が重要である
と考えられた．
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